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第５５回沖縄地方交通審議会船員部会 議事録 
 

 

 

 日 時 平成２５年４月２６日（金）１４時１０分 

  

 場 所 沖縄総合事務局 １Ｆ 「共用会議室」 

  

 出 席 者 

  

  公益委員  儀部委員、春田委員 

  

  労働者委員  梅田委員、大崎委員、江川委員 

  

  使用者委員  山城委員、大城委員 

 

事 務 局  沖縄総合事務局運輸部     ：玉城海事振興調整官 

 

〃    船舶船員課：島袋課長、宮良課長補佐、 

                                                  徳田労政係 

 

 

 

議事次第 

 

 ○開 会 

  

 ○議 題 

  １．第５４回船員部会の議事録承認について 

２．管内の雇用状況等について 

３．意見交換 

  

 ○閉 会 
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議事概要 

 

事務局（徳田）  

  よろしいでしょうか、会議を始めさせていただきます。 

  本日は公益委員２名、労働者委員３名、使用者委員２名が出席されており、船員部会運営規

則第９条の規定による定足数を満たしており、有効に成立していることを御報告します。 

 

島袋課長   

  今回、事務局職員に４月１日付で異動がありましたので、私のほうから紹介します。こちら、

海事振興調整官の玉城、船舶船員課長補佐の宮良、労政係の徳田です。最後に私、船舶船員課

長の島袋です。 

  委員の皆様の御協力を得て、部会の円滑な運営に努めていきたいと思いますので、ひとつよ

ろしくお願いします。 

 

事務局（徳田）   

  それでは、配付資料の確認をさせていただきます。 

 

（配付資料の確認） 

  よろしいでしょうか。 

  それでは、儀部部会長代理、よろしくお願いします。 

 

儀部部会長代理   

  それでは、はじめに第５４回船員部会の議事録の承認についてお諮りします。お手元に配付

されています議事録をご確認ください。 

  第５４回船員部会議事録を原案のとおり承認してよろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

儀部部会長代理   

  異議なしということで、承認されたものといたします。 

   続きまして、議題２の「管内の雇用状況等」及び「平成２４年度卒業者進路状況一覧表」に

ついて、事務局に説明をお願いします。 

 

事務局(宮良）   

  それでは、「平成２５年３月分の管内雇用状況等」及び「平成２４年度卒業者進路状況一覧表」

の概要について御説明いたします。 

  まず、「平成２５年３月分の管内雇用状況等」の概要につきまして、資料に沿ってご説明し

ます。 

 

●求人状況について 

  新規求人数は８件でした。  

  前月は４件でしたので、４件の増加、また、前年同月は１２件でしたので、４件の減少とな

っております。 

  月間有効求人数は１５件でした。 
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  前月は７件でしたので、８件の増加、また、前年同月は１６件でしたので、１件の減少とな

っております。 

  月間有効求人数１５件の内訳としましては、商船等８件、漁船７件となっております。 

  月末未済求人数は６件でした。 

 

●求職状況について 

  新規求職者数は２０名でした。 

  前月、前年同月ともに１１名でしたので、９名の増加となっております。 

   新規求職者２０名の内訳としましては、商船等１２名、漁船８名となっております。 

   月間有効求職数は４４名でした。 

  前月は３３名でしたので１１名の増加、また、前年同月は３１名でしたので１３名の増加と

なっております。 

   月間有効求職数４４名の内訳としましては、商船等３４名、漁船１０名となっております。 

  月末未済求職数は２６名でした。 

 

●成立状況について 

   求人側から見た成立としまして、３月は管内で７件の採用が決まりました。 

  成立状況としましては、近海の漁業調査船に甲板員として３０代男性２名、機関員として 

 ２０代男性１名、３０代男性１名、司厨員として２０代男性１名、計５名が採用されました。 

  また、第３種甲区の実習船に甲板員として２０代男性１名、３０代男性１名、４０代男性１

名、機関員として２０代男性１名、４０代男性１名、計５名が採用されました。 

 

●求人倍率について 

   ３月の月間有効求人倍率は０．３４倍でした。 

  前月は０．２１倍でしたので０．１３ポイントの増加、また、前年同月は０．５２倍でした

ので０．１８ポイントの減少となっております。 

 

●新規求職者の退職理由又は求職理由別内訳について 

   ３月の新規求職者２０名のうち、離職者の退職理由としましては、船舶所有者都合１名、定

年退職２名、雇用期間満了２名、自己都合４名、健康上の理由１名、以上、管内管外合わせて

１０名となっております。 

   現在勤務中の方の求職理由としましては、海上勤務中で転職希望１名、新規学卒者１名、そ

の他８名となっております。 

   新規求職者が所属していた会社所在地については管内が１１名、管外が９名となっています。 

 

●失業等給付支給内訳について 

   基本手当の初回受給者は２名でした。 

  受給者実人員は１１名、支給延べ件数は１２件で、基本手当支給金額は１，５１８，１０２

円でした。その他、再就職手当が２６７,０８５円、高年齢求職者給付金が２９０，８５０円

ありまして、総支給額は２，０７６，０３７円でした。 

    

  引き続き「平成24年度卒業者進路状況一覧表」についてご説明します。 

   本一覧表は、各校の進路指導関係担当者からの調査報告に基づき作成しております。 
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  初めに沖縄水産高校についてご説明いたします。 

   沖縄水産高校には、本科と専攻科があります。本科は３年コースで、そこを卒業した生徒が

専攻科に進みます。表に記載してる入学者数は、平成２５年３月の卒業生の入学時の入学者数

です。 

   表の中段の本科からご説明いたします。本科である海洋技術科・総合学科には、５０名入学

し、卒業生は４６名でした。 

  表の上段の専攻科については、漁業科８名、機関科９名、無線通信科１１名、計２８名入学

し、卒業生は漁業科６名、機関科９名、無線通信科１０名、計２５名となっています。 

   海上関係への就職者は、専攻科・本科合わせて、県内７名、県外２１名となっております。 

  県内の内訳につきましては、沖縄県警１名、東亜運輸(株)１名、(株)那覇タグサービス１名、

大東海運(株)１名、沖縄水産高等学校１名、海上保安庁１１管区１名、琉球海運(株)１名とな

っています。 

  県外の内訳につきましては、東栄リーファーライン(株)１名、葉山船舶(株)１名、共同船舶

(株)１名、ＪＸシッピング１名、新和内航海運(株)１名、ヤマグチマリーン(株)１名、大阪旭

海運(株)１名、鶴丸海運(株)２名、日水マリン工業(株)１名、鹿児島荷役海陸運輸(株)１名、

ＪＸ日鉱日石カンター(株)１名、南海フェリー(株)２名、如月汽船(株)１名、(有)佐賀勝丸１

名、山田水産(株)３名、水産大学校練習船１名、鹿児島大学水産学部附属練習船１名となって

います。 

   続きまして、宮古総合実業高校についてご説明いたします。 

  海洋学科には２４名入学し、卒業生は１８名でした。 

  海上関係への就職者は６名で、県外の音代漁業(株)が１名、山田水産(株)が５名となってい

ます。 

   海上関係進学者として、沖縄水産高校の漁業科に２名進学しております。 

   以上です。 

 

儀部部会長代理   

   何か質問等ございますか。 

 

江川委員   

   卒業者進路状況の確認ですが、上の沖縄水産高校本科進学者２６名で、海上関係がゼロにな

ってるんですけど、これは裏面を見たら１６名ぐらいが進学しているようなので、記載間違い

かと思うのです。確認してもらえますか。 

 

事務局(宮良）   

  こちらの表は水産高校のデータで備考の詳細までは確認していませんでした。 

 

大崎委員   

  この数字については、計算のし直しはされてますか。 

 

事務局(宮良） 

  表の縦横については一通り計算しています。 
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大崎委員   

  表と裏の整合性がとれていないようですが。沖水の本科の卒業生が１２名となっていますが、

こちらの表の数字で沖水の本科が１１名になっています。 

 

事務局(宮良）   

  就職者のうち１人が、「自営業」になっています。 

 

大崎委員 

  この１人が海上就職で裏についているわけですね。 

 

事務局(宮良）   

  この自営業の１人を除くと、１１名が海上関係に就職したことになるわけです。 

 

大崎委員   

  もう１点、専攻科の無線通信のところで、3月31日現在においては未定が３名いますが、こ

の方たちについては、その後の追跡調査等を行なっていますか。 

 

事務局(宮良）   

  そのあとの追跡というのは、現時点ではやっておりません。 

 

大崎委員   

  免状を取得して卒業して、就職が未定のままなのか、今後は無線通信関係の仕事に就くのか、

というのは気になるので、できれば追跡し、未定を解消していける方向が好ましいと思います。

今後、同様の報告があれば、その後の就職状況等を沖水に問い合わせ把握することができれば、

データが有効になるので、よろしくお願いします。以上です。 

 

事務局(宮良） 

  承知しました。 

 

儀部部会長代理   

  ほかにございますか。 他に質問がないようなので、議題３の意見交換に移りたいと思います。

何かございますか。 

 

大崎委員 

  船員新聞のほうをお持ちしました。これは、協約改定交渉の妥結内容、交渉風景等の写真が

載っていますので、ぜひ参考にしていただきたいということで、今日お持ちしました。 

  委員の方にも目を通してもらい、こんな形でやっているということで、御披露させていただ

きますので、よろしくお願いいたします。 

 

春田委員 

  私は、大学で労働法を教えていますが、学生は立派な団体交渉のイメージがわからないよう

です。この写真は、今でも労働組合が機能してるというイメージが伝わり、理路整然として、

或いはシステムとして労働組合が立派な団体交渉ができるということを見せてくれると思い
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ます。 

   この写真の右側が労働者側で、左側が使用者側ですね。こういうときの司会は、労働組合の

委員長が司会をするのでしょうか。 

 

梅田委員   

  幹事ですね。交渉委員長が委員長代行で、部長さんが幹事の役目をやり、要求の趣旨説明等

をやります。 

 

春田委員  

   良くわかりました。ありがとうございます。 

 

儀部部会長代理   

  ほかに何かございますか。最後に事務局からの連絡をお願いします。 

 

事務局(宮良）   

  平成２５年２月２２日の船員部会において、大崎委員より船員雇用促進対策事業費補助金に

ついての要望がありました。 

  要望の内容としましては、「新規船員資格取得促進助成金」と「船員計画雇用促進助成金」の

併給を受けるためのハードルが高いということが１点。もう１点が、船員不足に対して危機感

を持っているのであれば、船員不足の解消のために若者を雇用している内航海運事業者に対し

て、わかりやすい内容で助成金の支給をしていただきたい、とういう２点の要望がありました。 

   この件につきましては、私共の方から国土交通省海事局人材政策課へ連絡済みということを

報告します。 

 

事務局（徳田） 

   次回の会議は、５月２４日（金）５Ｆ海技試験室で１４時から開催しますので、よろしくお

願いします。 

 

儀部部会長代理 

  それでは本日の部会はこれで終了します。 

 


